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国土交通省 磐城国道事務所

東日本大震災で被災した

国道6号 大熊町夫沢（おっとざわ）地区で
本線の通行が可能となります

～今までのランプ(側道)通行から、今後は本線の通行が可能に～

○東日本大震災により被災した、国道６号の大熊町町夫沢地内（延長：約２００ｍ）
の災害復旧工事が４月１０日（水）に完了の見通しとなり、国道6号本線の通行が
可能となりますのでお知らせいたします。（同日 12:00～通行可能です）

○当該箇所は、平成２３年１２月２５日に応急復旧工事を完了させ、その後、ランプ
(側道）を利用して、車両の通行を確保しながら、復旧工事を進めて参りました。

○当該区間は、大熊町の帰還困難区域ですが、本線通行が可能となるので、一時
帰宅、復旧・復興関係車両の安全な走行を確保することができます。

○引き続き警戒区域、帰還困難区域内の国道６号は許可を得た方以外は立ち入
ることができません。

１．区 間 ： 福島県大熊町大字夫沢字長者原地内
（福島第一原発入口付近）

２．被災延長 ： 国道６号 約２００ｍ

３．被災状況 ： 東日本大震災により、長原橋（橋梁 L=６．５ｍ）の損傷、盛土
法面崩落、車道路面の陥没等

４．復旧工事での工夫等 ：
復旧にあたっては、プレキャストボックス(工場で製作した函渠）
を採用し、現場作業時間を短縮するなどの工夫を実施。

（別添資料参照）
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現在の状況 Ｈ２５年４月４日 現在

被 災 後 の 状 況

応急復旧完了の状況 （Ｈ２３．１２．２５～）

車道路面の陥没（盛土法面崩落） 側面より（長原橋の損傷）

国道６号 大熊町夫沢地区 復旧状況

復旧工事中の状況

ランプ(側道）を利用しながら施工

工場で製作した函渠

現在の状況 交差する町道側より

国道６号

現在の状況 国道６号本線


